
 
 
 
 

第５回新庁舎建設市民ワークショップ 

日時：平成25年３月24日（日）14時から 

場所：伊予市市民会館4階第6会議室 

 

 平成２４年１１月から始まった「伊予市新庁

舎建設市民ワークショップ」も最終回となる第

５回目を迎えました。 

 

 今回は「第 1 回から第 4 回のまとめ」とい

うことで、今までのワークショップで出た意見

や提案について、市からは運営方法、設計会社

である日本設計からは設計・計画内容について、

模型（全体模型、1階模型、2階模型）を用い

ながらそれぞれ検討した結果を報告しました。

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第5回ワークショップが開催されました！ 

ワークショップの様子を写真で紹介します。 

ワークショップの様子

模型を使って説明模型をみて確認 回答に対する質問

森保先生によるまとめ 全体模型（S=1/200）1,2階模型（S=1/100）



 
 
 
 

第1回 市民が愛着を持てる庁舎（平成24年 11月4日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第2回市役所における協働スペース（平成24年 12月 9日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

協働
スペース

活動参加

グリーン
ツーリズム

長屋保存

スタッ フ ・ 機器
の設置

趣味活動

音楽活動

ホタル保存

子育て支援

講演会

ブルー
ツーリズム

情報発信

行事

観光情報

歴史・ 文化

中山・ 双海の
様子

友好都市

市政情報 イベント の様子

イベント
開催

祭り

展示会

コンサート

同窓会即売会

NPOイベント

特産品

＋

空間
アクティビティ

（活動・情報・機能）
伊予らしい施設

様々な利用を想定し、
機能を持たせる

市民皆で利活用し、
多様に使い込む

使い応えがあり、
伊予らしさがでる

共有
スペース

エント ランス
ホール

EVホール

会議室

多目的
スペース

市民活動
コーナー

情報
コーナー

ラウンジ

ト イレ

ギャラリー

i.外観デザインがよく、
わかりやすく、入りやすい

ⅱ.内部空間がよい
ⅲ.行ってみたくなるような
イベント、催しがある

ⅰ.市民自ら主体的に
参加、関与する

ⅱ.市民にとって、
居心地がよく、
愛着が持てる
ものとなる

ⅲ.地域に溶け込み
無くてはならない
存在となる

ⅰ.サービスの内容がよい

ⅱ.使い勝手がよく、
快適である

ⅲ.使っているうちに
親しみを持つ

①興味・関心を寄せる魅力を持った庁舎

②地域に根づいたサービスを提供する庁舎 ③一体感・連帯感の芽生える庁舎

今までの経過を紹介します。 



第3回 ユニバーサルデザイン（平成25年1月 27日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第4回市民サービスと窓口（平成25年 2月 24日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市民協働：皆で考え、皆で進化・活性化していくしかけ
→市との連携を促す、空間づくりと運用

市役所機能として目指すものを共有
→関連性の高い課を隣接させスムーズな手続きを実現

市民生活課 保健年金課
子育て
支援課

福祉課

長寿介護課

相談室

ロビーを通らない動
線を確保

ロビーから
直接アクセス

相談室

<やわらかな境界>
休日利用時も

居心地の良い空間に

<サービス機能>
屋外空間と連続

<サービス機能>
長屋のように奥行きが深く、
機能が縦に連なった空間
市民・来訪者を迎え入れる

情報 ユニバーサルデザイン

見える

聞こえる

感じる

分かり易い

使い易い

もの ユニバーサルデザイン

誰にとってもこう した状態がかなう

どのよう な状況に対しても、 こう し
た状態がかなう

いつでも、 こう した状態がかなう

交通 ユニバーサルデザイン

見える

分かり易い

接近し易い、 行き易い

サイン

見やすく わかりやいすサイン

絵でわかるサイン

人による支援

目的の場所への誘導

わかりやすい案内

音声案内

触地図

カウンターや机イスなど

身体特性に応じ対応できるもの

固定化せず幅広く 利用できるもの

高さや角度に配慮

ト イレ

アクセス容易な場所に設置

各階に多目的ト イレ

ド ア

体で押して出入りできる扉に

エレベーター

階数スイッ チの点字表示

誰もが手の届く スイッ チ

安全な経路

弱者が安全な経路確保

誰にとっても、 どのよう な状況に対しても 、 いつでも、 こう し た状態がかなう



 
 
 

伊予市にとって初めてのワークショップとなった「伊予市新庁舎建設市民ワーク

ショップ」の全 5 回が皆さんのご協力により無事終了することができました。お

忙しい中、ご参加いただきました皆さん、本当にありがとうございました。全 5

回を通して、窓口や多目的スペースなどの協働スペース、駐車場まで幅広いご提

案・ご意見をいただきました。貴重なご意見は、あらゆる条件を熟慮しながら、今

後の設計で皆さんの思いと「いよモデル」実現のため生かしていきます。ワークシ

ョップ自体は終了しましたが、今後も情報発信をするとともに、運営に関するご意

見を伺っていきますので、よろしくお願いします。 

全 5回のワークショップを通して 


